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もりのにぎわい通信  
 

2021 年５月 2３日 定例活動報告 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

日時：2021 年 5月 23日（日）9：30～11:30 

場所：小山町 観音地 

天候：晴 気温 15～23℃ 湿度 75% 風向 北東 風速 3.2m 

参加者：24 人：子ども 5 人、大人 19 人（内土地改良区 4 人） 

■活動 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

9：00集合 

 9 :30 作業開始 

除草作業､クズの蔓切、散策路の草取（特に苗木を植える予定地周辺を念入りに行った） 

10：30 休憩 

10 :45 植樹祭開始 

      土地改良区 橋本理事長挨拶 

      緑の環金井理事長：グリーンウエイブの説明 

   グリーンウエイブのカウントダウンを最初の 1本であるハナミズキで行った。 

集合写真撮影の後、残り 18本の苗木を予定地に各自が分れて植え付けた。 

11：30 片付・解散 

 

■活動報告 

5 月はグリーンウエイブの月です。国際生物多様性の日に世界中で現地時間の 10 時に樹を植えよう

という日です。世界全体の波の一部となるつもりで、この催しに毎年連続して参加してきました。コ

ロナ禍ということで大々的に人を集めるわけにいかないのは去年と同じなのですが、新聞に出ない日

がないほど取り上げられているＳＤＧs の一環としても価値が高いので、今年も大いに頑張って継続

参加としました。 

 

歴史的に早い梅雨入りが予報されていて予定の 5月 22日（土）は主催者泣かせのお天気でした。ま

ず、苗木の寄付者である H.金子さん（参加者に金子さんがお二人いらっしゃるので以下イニシャルを

つけて表示させてもらいます）が板橋発で車使って来るから中止かどうかを 6時前には決めなくては

いけない。他にも 6時半までには決めてくれという参加者の要望があり、雨雲レーダーの情報で「パ

ラついていても 9時には上がっている」というご宣託にかけて決行のメールを皆さんに流しました。

しかし、7 時ごろには雨がかなり強くなってきたのと、肝心の雨雲レーダーも「かなり降る」という

予測に変わってしまったのです。悩みましたが急遽みなさんに中止の電話をしました。もう動いてい

る途中の人がいて本当に迷惑をかけてしまいました。H.金子さんは翌日 23日の参加は無理という事で、

そのまま土気まで来てもらい 19本の苗木を受け取らせてもらいました。 

 

そして順延とした 5月 23日です。予報通り朝からとても良い天気でした。順延としたことによって

参加できなくなってしまった H.金子さん、青沼さん、武世卓さん、峰島さん、ごめんなさい。お集ま
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りいただいたのは、大人 19名、子ども 5名の総勢 24名でした。うち土地改良区からは 4名の参加で

した。スケジュールが順延変更となったにしては、上々の人数というところでしょう。 

 

第一ステップの作業は草刈りで、苗木を植える予定地は念入りに刈払機をかけるために予定位置に立

てられた支柱をずらしたりよけたりと大変な作業でした。前の週に予定位置の支柱を立てた時に比べ

ても、強くなった太陽とこのところの雨ですっかり雑草が生い茂っています。予定地までのアクセス

を確保するのさえ結構大変なことでした。 

 

第 2ステップは、いよいよ植樹祭です。 

橋本理事長がこの土地を取得した経緯及びその後の活動状況を説明､最後にこれまでの皆さんの協力

に感謝する旨の挨拶があり､その後金井理事長よりグリーンウエイブの説明がありました｡ 

まずグリーンウエイブのカウントダウンを最初の 1本であるハナミズキで行いました。最初に星野さ

んの説明のもと森さん家族が皆さんを代表して苗植えを行いました｡その後グリーンウエイブのカウ

ントダウン・セレモニーをやってもらいました。世界中で行われる催しにタイミングを合わせ、水遣

りを行いグリーンウエイブに参加するわけです。この記念すべき 1本目はハナミズキでした。すぐに

全員の集合写真を撮った後は、各班に分かれて 1人 1本ずつの植樹をおこないました。前もって決め

て支柱が立ててある場所に穴を掘り、肥料を運び苗床を作って、苗を植えるという作業を行いました。

苗木の総数は 19本、内訳はニレ 4本、ハナミズキ 5本、アジサイ 2本、ツツジ 3本、ウメ 2本、イチ

ジク 2本、ヤマザクラ 1本でした。会で買ったのはイチジクが 2本、宮原さんの寄付でアジサイ 2本、

ツツジ3本、それ以外の12本は金子さんの寄付でした。このところ雨ばかりの日が続いていましたが、

久しぶりに外の作業が楽しい好天でした。けっこう汗もかきました。 

 ＥＳＤの運動として 10年以上も前からグリーンウエイブには参加してきました。ここを水源涵養林

として復活させることは地球温暖化ストップに少しでも貢献することであり、苗 1本からの貢献とし

てやってきました。まさに ”Think globally, Act locally”が重要です。 

ご参加いただきました皆さんお疲れ様でした。 

（記録:金井 章男） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

お知らせ ホームページもご覧下さい→ http://www.g-cycle.org/ 

次回の定例会は、6 月 26 日（土）（雨天の場合 6 月 27 日(日)） 

コロナ禍でもあり作業は午前中のみを予定しています｡ 

http://www.g-cycle.org/
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集合写真 

 

 

 

  

子供達は昆虫採集に夢中 
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除草作業 

 

  

散策路の草取                   堆肥運び 
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橋本理事長挨拶                  グリーンウエイブの説明 

 

  

グリーンウエイブのセレモニー開始          

 

 

   

森さん家族がハナミズキを植樹 
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班ごとに分かれ各自諸植樹開始 穴掘り 
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   現地のウメの木にもたくさんの実が 

 

 

除草作業が進行した全景 


